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中いヌワ ＇1,1)18力I;i T＿•あう’｛， ほベト li、，
域内と il：界の tIt！本；l：お上びソ連l醤iは近い将オ＜，

























υ十bi,勢にノ f ッ i、＂せた l~，J数型l工正〔線y' i三績寸 1 勢の分i汗 i二三；j• ,- 
(f）期聞のテ～ゲt.：けでは不！・分と忠われる Ji,；（＼＇に
1 '.l;¥,l～昨年など戦1iの安応期の ／ 守ケ主七参
！？にHJL、Tこo
(/)' 4〕 FAO,Agricultural Commodities-Projcc-
tions for 1970, May 1962. 
l－の二tViも牧lt L,tこ《

















J.,:部現在入手しうるヂータは，ぷ考；ζ（，れど〉が，f ¥ I＋関係十 1・1草山lの畏去を！・ ！｝），；戸把かし lこノじ，
分が実験農場における投入産山分析のデータで，したが，Jて今後，最終的には対象商M&.i'i':くし、。
/j[,1[ i土ノ1：：！司：ご.;i:用すること；：n司題｝，＼/J＇：多L、ので，11の票制誇i1l'  1，よ析f.）と展さ ＇L斗必日／つ‘あく日ち
面積と収量の相乗積だけで生産を算出した。ことにアンア地域全体としての)ik;誌をえている U


































































回帰分析は原則として 1人当たり消費量と， 1 
人当たり GNPとの相関で行なわれた。技術的手





























（〈＝需廷の！リ｛得弾tL:1'1ピ人 b,C f:t r、，メーータ ー）
(1) y＝ルトbx, bx 
' y 
,2) log 1 必十blog, ーニ／，
(3）円十blogx, r；口
(l) y=11 b噌乙= b I 
’ ax一ρ
何） log yc:.:a-! ' r;= ! 















ソトの程度， ての国山佐済構造， A算の詐めさな 分析における f所得弾性｛直」は，家計支1jに基J ) 
どを考慮して，（1）式～（3）式の三つを選出し， 各商 u、たものではなく， 「GNP蝉性値」であり，また
i,1ごとに最／卜1・乗法仁）；り電子I¥'iJし， 〆μ）措＊ 泊去およし＇）＇.•将来の予測期間に才jL、て所符（（；NP）と
を相関係数，標準偏差， 推計されたパラメーク～ l渇連する所得（GNP）以外の両者要因の結台効呆を乃、
•-'I 情などに工 t）選定し fむしかし，これどけにた ナ非純所得（心NP）弾性値を示すものである。
上九一戸， 二1・t1：＿うる ！-f:.i'l: fj!3力のilHW，詰Ifcl >f!il手fl F ・,/i＇夏予測のためのデータ
lX, l人当たり消費量のすう勢分析により補）l!-_Ji (1) GNPと人口のデータ
~- ・.’：1f検討土iiなっf二.， 相関分析に用し、られた GNPおよび人口のデ L
U 需要のすう勢分析と関数！日 夕は，アジア経済研究所長期成長調査室が算出し
Jでに述，？／ことお IJ, 回帰分析Jともl士山品の ／乙われわれ独自のデータを月iL、たCiUO）。
l人当たり凡小けの訂i'fr誌のすう：；守分析が行なわ この CNP( 1 人~ rに9GNP i:l CNPを人liで徐した
れたが，適用されたすう勢関数型は生産のすうiう もの〉は， 1970年の予測｛庶を中心として，それに
勺析；ニ用u、i,.jIたも円と 1］じく， 1':；稼，指紋；J1線， ［：下の 111，，•；をもたせた｛氏自の｛反応の GNPと高臼の
変形指数曲線などが組、定されるが， 実際には）（WI Di定の GNPとの 3本建てで構成されているが，
分山J請合lこ〆八、て，正i線）J程式（r川 bx)1仁ゐ Z'~業プぃジェクションには，日目の CNP と低 11
結果が最もよくフィットした。 n GNP Jノ両者を片jL、て分併している。
需要分析においては， すでに示したように，（1) しかし，生産予測が， 国家の計画目標値よりも
や，F,11i分析，（山 l人当／二り消費（・L ！こは総消・／',c) fまの i民自の；tMJ-う多！？の外挿値を中心としているの
すう勢分析川町（3)1人当たり消費量をゴンスク で，需要予測｛症のほうも低自の仮定の GNPによ
















入手 I_ などに1;:題小U！＇.＇見レどした場 （t'には，















1'"' iII ，；＇；要約：＼ bt;:，.＇ル＝ ,・ 1,iの数；Jι不T i汁であっ，
（じして才：り 1¥i，日目！］洋細に欠けている (il'll)。




V《白1奇詩ion Fa《：torsfor A，ミIicultural （：《》n1m付
－ 
【litic呂、’ 1960‘および司 CommonweαIthEei『y骨1『｝“
幻1icι、<nηfηite Rice Suρ，p[ement to Gram 










，，＇，·~去10:1 以｜：にわよご .CJ見；＇.，ヴの tf'j立J（＼：，〕I寺X



































しかし以、J-.v) ldl i,!Hli 
（ロ）これを FAOの食＊＇パ
および例入手しうる消主主



















用いうことに！日］：di点が苦いこと fr・ I（，：、証さ J.1./このヤ、 1主
に工業部門（総〉所得を説明変数として分析を3てみた
が，，1＇純度はじ ＇，（であノ日





Food Consumption”， Monthly Bulletin of Agri('ul-
tural I公（!1/0tnん、 andStatisti《s,FAO, Vol. IX、No.
JO, Oct. 196(1 幻よ fト l.乱4 じのreux，いEconolllic
Growth and Commodities Projections, !vf.onthly Bu 
lletinげ Ag,1ndtura/ Ec01w111ics and Stati.,t "・s, 
FAO Vol. 10, No. 718. July/Aug. 1961，“Long-Term 
llemand for 川 1d Supply of Sciじctcd 1¥,iricul1111al 
Commodities”， NCAER, India. 
(i:.t.8)(i:l:9) {i月！ア タはノベ！＇；；：などに .I：る佑常的
を丹jし、t-.
G引 OJ 報f;j 『ア〆 .経済L川；：j副!K?U C1Ji；.：，二i:
1）およひ大間H凡 「アジア低［！日発諸問のi椛的経済
展望の ／）t去J,1, ／ジアロi斤』， 紅巳巻雪存“ i:),  1%4'['. 
を参照されたい。
Olli) FAil司 Food-llalance Shet,・ 19:i2～:i4 
Average, 1957. 
Food Balance Sheets 1954～56 Aueragr, 1958. 
FAO, Food Su／•／＞か Time Seril's, 1958 




















は， {:i'i1~ , -7 7ヤ，インド，ビルマ，日本がある。
















iり7（内にij；約lD:IOJiトンの不足が不）L'；チ｛，＼）Jd'-' ゐ店｝ ' Iこ！；＼ iリ7(lil-:(Pilj トン ~i11i:J,:1rn
14:) ；，。1%1) ；二it ；－／）りJ;, じ ，＇ノ＇fl止l二／－仁ふと f’υliji~ ,! L b。
1 !f/i)ij＇.におけると i三塁；！ I,(ノ！、元不51':lflC’'te'U:iDは，カンJ、年；二.LI；く己おも 7(%:;/ I l [ IJ;:t仁il.・ i' 




















tiO)J トシ）？f,i;'j ( でとC1Jf也＂ノ、 I' ll,,j /} LtJ70＇｝」i二iL三心止1ri出会）J土fし／ニカ＼
、てれらの小たIL)'(;[ !J t!J l l)ljQ：ドれい）J}d七i、ム、 h ' ／） 込山＇） / 。的［1行；， iζi主1%0i J I j(I（）万トンにl',i大ナ心。 T’f













そ〈ノ）おけ＇：山 h¥ll1i'えた；：H、μ要0'！二とjI, f乞JJ,ql), じよう。
＋；己l1U土iりじり｛f-よりも大1!,i；ニWI加すると ・fi¥!IJ，＼；！しド〔 川0/iI〆〕， ノ Lースヅン〈一己：cO;J;'トシ），イ：ノ
／、－
"" 
1＞トジy立； i沙； 5 カ年，fl・['li(1%1/ii:2～｛ふ・Gb午j
; ：小伝山t:'ziえをコーカ』空Iiこり 70・ 、9三5ポンド
iJ' ;J() l(J:! J i、ンゴ〉司、＇.Ji_':
こl.L心、＇l[i cl) l%iJS十；：.；.， U二：J不
:i:o i；・ ト， ）℃， 
7,; fl,ljされ乙心、う
ドiてLア（
｛，ぃ｜j己；t；＇こJL二こj. l討←｝ トン，こどノrJトンフ 7ら） ト＞＇
lrz終i＼：［大；二（土 iふ（）（）) jトン
（斗； fiOO；；ヰトン， 科（設立‘l(J(r)i：、〉， _,,oJ,[J 700Jj jン，
"11 i.Gトン） （／）メt二








l：才i＼.と L，れし＇）不 J止lt:,i、ブ （ ;Jピン主：，：r：さ， I9Vl 





ノル、 1' 『 1 - - . L 
f父.，1,v1i、包），.＿＇こ v、J二、 v二JL,',,'J ＼~，ド J止Li：土，
ぷrtriqノパィペ心ン (lrJ:1百三， ノJ守スケンぬる
i/1£）ト： :. f< (r-J J：》ノj、長i上］！）同〆－m千＇I’Y)C'i(J 
’G 
それミ、；jl川 1一七/il!¥花;,;f l川不J己IL lで Ji，り，/ 1ご















をr1t；：三 Lて 1~ / ！）｛／円三
L主ιし；j) ,! l, A ) ;iL I/) fr;IJし 1!,GiJ入は l!J:.iO{i ［／，！，平年々！＇I切1しこE)uliトぷl！｝ ト：， , I l、〆、I 、＂ 0 iこうjブJを
には 1:¥0)}トンになソ C.ts'.!, ／＇後，ノト去の，Z,1,j主JJ: ; Lこ；／1.J,J>1li!i］／ぷk＋＇ュ J：り）（il/;fこ｛JS;ーよー
J",'/Jili f）‘ま／こは（白山氏槌f'f:!I＇与による｛（ Hミがなし‘カーさ，＇’ i ，＿；λ •. （／ 1 ,, ,n J’J、 Juこf二し J; { i土（日斗），L、の7ょ九「d






紅型icl＞生産(t祁校以外， 195'.)Ul,F品、が生 L:jこが、ECAFE JU¥lf1｛におけ＜1＇トった山｛＇， t::(f(2F'I刊とし＼；
年U$LLl:.1l'l,:i'1'0:定しよニZ{ir白｛山lむをとりいじめた。t'I ？＇ミ?i/'I：；ニ＼t:J く f'1•1'1J上、＇I:J: i! 'L :1＼く，v、しノ
大Jふノトえを中心しか 1"ft,'( (/) 1 t;"nこi土佐i主く，
としに4liM入かわtくぐまりろう。




























（之レノト） ジョソー ’c lゾノレJi、ム）乞 LJ＼とすー
る人口 ，＿＇） J;, I旬、インドと－ : ¥ －－~タン iこ，Sh 1/1 1，亡し、
る。雑殺の単位以員は米，；J、友のそALよりも若し




開発投i"fj J日れ一一手土 -1；している。 L刀、（ ！二記の
現状は J（↓7()".fにおいご 1，たさな変化1；みi：いと）i¥J
われる。 J也峨全体として，雑穀は1960if二には生産
20~）6万トン問要2050lf トンで約 15 ヌf7000 トンの
不足f',J , I ')70年に1l 'f0.8i三595万ト二、山契2520
万トンで， 約78万トンの余剰となる。インドの雑
穀不足は1950年以降大幅に減少し， 1960年にはれ
お若干JノコT!1~ Cー3万ト＞）をみたが、 l ')70ノ与iこは
約75)-j> > ＇＇余剰を fj～ ji:, 8 ノミキス，＿，ンペ i主1960
年にほぼ市給均衡し， 1970年にもごくず円二的余剰！
(6万トンjができるが、 Wif車合はほぼ均衡しよう。
















ECAFE 地域f:t, とう t.ふ二 Lは従来白給者i
安定のーっとして能給されてきたが， 近来， 日本や




























に1F＇，すだ j入輸出会＇1）；ま 120/i：、ンと討i‘引 lーた。
インド＞ ，アは］ ~170半には；（JJS万ト L :!"I命出余
剰をもっと予測される。しかし全穀類ではが｝2ぷ（）万





14~l0万トン， WJ：要 1 倍、1870万トンで440万トンの不









れる国はノ、キスグン（－4907fトン）， 1 ン 1~， C 1090 
)i I・ ン）， fンドネ／「（-28() )j トン） iJ, :i 1cJで，
しいjミれも米不足闘である。
ての他山 i~裂なま：；Il不足国＇ t,:Ji'！詩 C-,,:iJ; j、ン），
















































，＇）食習 Il't士大きく変え、 没類i二代わ 7 1ドj費人 Ii
にJi:く普及してし、くだけの生産散や↑士会↑l'J:刊の変
＇：，ど 1971¥¥Iまでi期待fλこ＇：： t.現実的自I: ' '・ 、
ト判断セれる。
Cit 1;1, Hi ,;r tli;c¥i仁 JLるヘケケーノL 、jたリ w::., 
(ICJSCJ～615ド、ドYJ）生みると， ミレソトとソノlノゾJJ、4fi0
ログノベ， ’ ｛もみ f1,fi（）ごT, J弔ラ／、、 ＇］、 Jち.8ぷI・,
H グ7j、であら（ffAO川！ギイ｜ニJ:1; 1 %2 ,v-wι1 .t 1J tr 
I）。
(il'14〕 インドとパ千スタンのす三穀主i{H'I伐：，＼にιt・;J-
7，各般1r・t1NJ,:・,,.1t本 （1リ58～r;o!FすとJcj〕I，〆｝ y ） ト
白 jり。
I I インド（%〕｜ハキスタ J (%) 
I，，並， t司 'I /Ii I ・1i 
* 51 48 6fi 63 
/, J,l 19 26 九日
とう t' し , 5 3 3 
そω！也の純車t 29 28 5 4 




J1k長率U：｛日定＇.,J ;i,、て十、 生j-1(5¥"／加をJ.:;r扇に IJ1J
ることが予想される。各国の経済開発汁｜出iにおけ
之J食糧そ i！じばl i.要農山物の！Uf[J害、日、 夕 f／ 
どの例外l土：りるがヨ王：般的にきわめて~；、：観的だとい
ヌよう O ；＂ジ 1'{) ＼；開発北国のがf<1発長引 F おけ’，1之
大日），］；トル下ックの－~）／主食縄問題である。




























おでj長,.i:_lをあつに1-.SH 1 ;,,-1{.'d1：千件；の輪出拡大十、 経済発MJi土ラ 低｜規発諸国のみならずアジアにお
今後はますますきびしい国際競争の風いさ人 Jれ けるl続ーの先進工業国， Hか＇）経済繁栄のために
ぺであ〆パ。 :r- 仁丞：要課題と／仁らう。 との問題l土［アジア｛Ji;:開発
輸出増強が実現されたとしても， それだけで経済 諸問における経済統合の可能性とその条件j とし
いl発に必要な外白を調）l，：き／ト〉、であλうし、 l: C, ノ；－1,1の｛アジア経済のJ:Wl展望i芯画の結果
たそれだけの生産能力と輸出余力もtn、と思われ に思づき，今後，われわれが取り組むべきヅロジ







IJ I （！？～li()t) iリ7（）年 1960年代 （附～叫）ヰ乙 J: J 
ノ Jレ 1.6 4.6 10.0 7.4 
ビ ノレ -, 4,64K.:l 5,607.2 1. 7 3,074.2 
;/J ン
,. 
ジ ノ 987.5 I ,,l79.6 :u 649目9〆j、
イ、 イr イ ロ ン 571.7 1,094.1 (i.] 1,094.0 ム、 ょれ，i; 1.710.ら 2, 19:J .4 2.,l 1,812.0 fl 
1' 港 35,1 .4 
ン 1;.1, 7パ0.0 り1,369.7 3.1 68,ss,u; 
{ ドネ ー’
,' ［（人民10.8 U,237 .0 1.8 11,589.8 
穀. ，：出 ［且 :,,:i55. 7 4,269.9 2.2 3,775.0 
l ブ オ ス ,l52.6 412.0 1.4 342.3 
マラヤ・シンガ ノレ 539.:l 965.9 5.4 1,057.9 
北 ボ ノレ ；寸 44.6 64.9 3.5 59.6 
ノ、 キ ス A‘ ／ H,5118.5 I7,Hi6.9 1.5 15,66らA
類
ア イ り ン ：，らH.5 5,057.0 3.3 3,59'.-¥ 5 
｜午i "' ト γy ーよ吉、 ：；‘1(1. 3 !>,]40.3 4.7 2,972.1 , イ 日、1::5.6 日，400.0 4.5 3,597.!> 
ーザ フ ワ ク 日4.4 65.0 0.1 131.6 
114,273.9 156,427.5 2.9 118,661.2 
Ci't) Iは 1人当たり消費量が附滅すると仮定しt場合υUは 1人当たり消伐殺が基準年次 (1958～60年平均〉
九は第4表 hこっ、 1Lる展望絞r'.・ らに;ji；，討した fぴ｝。
m2表穀郊の需給 /JQ
5七 産 （ ）内は精米換算
同 :r'1 炉ctr j資 J;l 望 1〔
日 l 'I, 0年 1 9心（） {['- J 9 7 0年
ビ ノレ vマ 5,219.0( :l,543.日bl 6,753.0( 4,585.3) 8,080.0 ~ 5,494 .4~ 
;/J ン ;/ 、 T l ,261 .0( 807. l, :-l82. 0 884.5) 1,760.0 1,144.0 ,: イ ロ ，、〆， ,HO.O( 210 日（）］.（） 544. 7) 1,555.0 1,057.4 
マラヤ・シンプfポール (i:¥7.0( 401. 3) 日56.0( 539.3) 1 、 449.0~4 965.9) . ン :;, ,r;o. 0(22,820. O) 48,271.0 (:¥2ぷ24. (il)ラド12.0 7,050.(,) 
ノ ド す , r 川守2ら70( (i,294.8) 12,407.0( 8,4:16.8) 1,1. ,j川 .0(9,829.0) 
'1－『lI I，司 九，（Hi]0( 2,2:34.5) 3,212.0( 2、：H4.8) 4, J:l(i. 0 :-i, 01＇上九j
米 I~ キ
7、 '/ ン .12,:iKO目o(8,554.-J) 14, 168.0 （付，以~!I ,;,cs, .Or ,27" .2) 
イ ピ ン 2,62ο0( l, 703 .0。）） :J, 710 ・; 2,411 5,306.0 :-l,449.0) 
ぷl、I y;"j l , 640 . 0 ( l , 148 2, ,147. 0 l, 642 2,941.0 2,058.7 
グ イ 6, 766 . 7 ( 4, :l98 . 4) 7,:)65.0 4,787 10,900.0 7,085.0ス）） 
序i Jく ナ i、 4,802.0 '.-{,073.3) 7,8(i2.0~ 5,110 
Jレ 、コ非 28.~'.) 67.fl( .J:l.6) 付与.8 62.:-¥) 
ブ 7ノ1 ク 99.0( 
（》・4:1l
100.0( ff,.O) 
一 , Jレ れ 4.1) 1 7.0 
39ti? ] オ ；スL 544 .n ( 35:J.6) 524.0 340. 612.5 
有： i管
77,505.3(52,502.6）ホ 106, 766.5(72, 159目 1) 145,037.3(98,072.7) 
＊サシ＇／ fl, tf1ベトナムをi託、〈。
Jレ γ 守三， 4.0 8.0 29.:l 
t1 t布 16.0 4.1.0 97.4 
イ ン 5,952.0 9,392.3 15,070.0 
車産 同 94.0 125.3 191“7 
支
ノ、ω キ ス タ ン 3,862.0 3,818.0 4,608.7 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































k~ I 二；g:zI 二部 ！ 認：1
4.s i -1,714.3 I -3,524.7 J -6,529.3 
4.2 I 44.3 I -854.o I -2,761.3 







7. o I ::.6 
o s :u~ 
1.4 I 3.2 
5.4 1 3.3 
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股望 f1( （とうもろこし，雑穀） （単位： 1000M／’i‘） 
需 -7 ン ス
実 綴 Ji己望 flt( J f年平均成長率（緩和J)
l 9 6 0 1ド 1 9 7 0 cq:. 1 9 5 0主｝＝ 1 9 6 0年 1 9 7 0年ー11950年代 1960年代 i 1 9 s o tr 
2，伺4.3 :i,899.4 6.5 4.9 -141.3 -71.4 ーし52:1.日
2,199.4 2,404.0 2,927.0 0.9 1.8 17.6 。 481.0 
394.0 454.0 日：-39.2 1.4 3.2 （｝ 。 3.8 
672.3 1,107.0 1,564.5 5.1 3.2 -5.,l 23.0 43.5 
23.:-l 43.5 100.4 6.4 7.9 -o.:-i 304.8 1,214.6 
30.0 45.0 3.8 -5.0 0.5 
6.7 8.0 15.9 1.8 6.4 o.:i 。 -4.0 
0.7 24.3 47.宮 52.5 6.4 -9.6 -31.5 
6.7 17.5 35.6 10.6 6.7 0.3 一0.9 -10.:3 
103.0 235.6 
3.0 3.2 I 4.4 0.6 2.9 （） -2.2 -1.8 
:i:.u 40.:-l 2.1 -4.1 -10.3 
12.0 14.0 1.4 。 。
5,390.4* I 8,035.0 12，α〕7.8 J.7 337.6 397.5 
:io.o :lO. () I 。 -8.0 








758.6 689.3 572.8 市 1.0 一1.7 叩 6.1 :1.0 63.2 
13.3 19.1 22.8 3.7 1.6 ー1.0 -0.1 2.0 
5.7 12.0 3.7 3.5 。 -0.2 。
20,513.0 25,177.0 1.9 -157.4 775.4 
給展望値 （全穀類〕 （単位： lOOOM/T〕
I －実一 橋司 績 必展望紘 h年195平0均年要成代長11率9~旗年手代iD I パ フ :., ス
i 9-5 o年 If 9 6 o年！ 1 9 7 0年 i j 1 9 5 0年 1 9 6 0年 I191 o年
1 ¥ 1 n 4.1 7.4 10.5 6.1 3.2 0 5.8 -5.9 2,349.3 3,074.2 3,749.8 2.7 1.旦 1,22河5.4 1,574.1 l,8S7.4 
3:-l7.6 516.6 
1,094.0 1,846.9 4.9 -522.:l 一752.8
1,044.4 1,812.0 2,954.a 5.7 4.5 rn2.a 一101.5 -760.9 
144.8 お4.4 670.4 !l.4 “.0 . 144.8 -354,4 -670.4 
47,70:-l.0 揃，884.6 102,:11:-1.2 :1. 7 :u, -3,021.2 -4,104.o ・ 10,943.5 
8,742.6 11,589.8 16,0[i0.4 :Ul ,l.O 230.8 -749.0 -2,813.4 
・． :l,775.0 4,81fi.5 2.2 ・・-419.:1 一臼fi.6
:142.il f>l4 .0 :1.8 10.:l ・-102.0 
809.:-l 1,057.!l 1,708.5 2.0 I) .4 -468.0 -518.6 --742.6 
31.2 59.6 t:-l7.3 “.7 ｛｝ -15.0 -72.4 13,497.1 15,665.4 22,045.2 1.5 ・，・“) 65.3 -1,066.9 ---4,878冒3
2,453.6 8,593.5 5,074.0 a.9 :L2 -83.6 -52.0 -17.0 
2,972.1 3,768.3 :L2 129.2 1,372.0 
2,923.4 ,1,597.5 4,763.0 2.1 1,538.1 3,637.0 
75.2 131.ti 178.7 5.8 :l.8 -67.2 -118.7 






















































































































































































































































































































































































































































／ンタマンおよびユコノξ ｜ 1960 
ノレ諸，1:V I 1970 
仲 j 1960 
十ザ Ii: 陵 地マtr
I ; 1970 








































































































































































































（注〕 (1) 紙数の関係上， 1960ft二の災総と 197QiJ'-の子部I]i'Iだけを示した。
(2) 1960 = 1960/61-fh 1970 = 1970/71ヰら
(3) l記号L二 il線；J将式 y士 d十bt
Eニ指数曲線ブifi六 logy=a十blogt
(y='I＇序 f-i',：‘ fee;斗.＇.数、 a,bは／えヲメ h タ｝）
：主〕＝1957/;,f;'；三 日 l TiK/59竿，③一二1959/60¥', :,!: I川0/Gl年，＠＝19/il/62 i-f'-0 
たとえば J_,I t～市 I, I 1957/58年から窃ニ1%1/li三平の立翁すう勢をL Ci立私，JIN六y二 d I bt) 
により設け， ,'i •Li,, 1",Uf－まで外持したこと合i':.'icノリ
( ;: ,~rr) ；；司際経済学＇ : : i1'i：、 (i'.1 39年4Jl 4 !]) fこ「；：Jζ 叫 r'.の）°j(~号「ィ γ ドの農産物（1'19) ・；；，；約予測
についてj J lj 
19G01f＇－の数 ｛111.L:Iiu!!etinon Food Statistics, January lり(i3よりとる。
19704'-の子測仰は惟計}j/J；、に示される子法でJ+U＼した。
（長期成長調査室専門調査員〉
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